若者の就労を考える親向けセミナー
      日時：平成18年11月26日　13時30分～16時30分

場所：じばさん三重　情報交換室2

第1部 「若者の心の理解」：若者の理解を深める専門家による勉強会　　（講演録）
講師：NPO法人　リベラヒューマンサポート　理事　浦田宗昭　氏

　　

· お忙しいとは思いますけれど、ありがとうございます。来にくいなという思いとか、ありながら来て頂いたと思います。
· 早速、始めたいと思いますが、もともと私は、不登校の子どもたちのカウンセリング等を中心に、静岡のほうで、NPO活動して参りました。相談にみえる方たちの中で、不登校の子どもだけではなく、ひきこもっている青年たちの相談もありまして、静岡のほうでは働くこと・自立させることが目的なのですが、働くことは、例えば、会社に就職するとか適用できる子どもたちもいたのですが、どうしてもなかなか難しい子どもたち、青年たちがいるということで、静岡のほうでは、働く場を創ってしまおうということで活動しています。実際、私自身は5年くらい伊勢のほうに戻りまして、こちらのほうでは、働く訓練をする場所はあまりないのかなということで、今回、このような機会があったので、なにかしらのお手伝いができるのではと思い（講師を）させて頂いています。
· まずは、みなさんにお配りした資料（レジュメ3ページ目）を見て頂きたいのですが、今日は、まず、子どもたちが段々成長していって、大人になっていくまでの過程、ライフサイクル、そういったものを簡単に説明させてもらって、その後に少しワークショップをしてみたいなと思います。

後半のほうでは、みなさんと少しお話をしながら、具体的な辺りで少しご相談に載れるかなと思います。
レジュメのほうを見て頂くと、少し難しい言葉が書いてあるのですが、ライフサイクルというのは、生まれてから大人になっていくまで、私たちはなんらかの課題を段々と乗り越えていくということになります。その過程を考えてみたいのですが、

（1） 胎児期：　これは、お子さんがお母さんのお腹にいるとき

（2） 乳幼児期：　0歳から6歳頃まで

（3） 学童期：　小学校等に入り、7歳から12歳くらいまでを言います。

（4） 思春期・青年期：12歳から25歳くらい。これは、最近では、30歳くらいになっているのでは
　　　　ないかということも言われています。

（5） 成人期：　25歳頃から40歳頃まで

（6） 中年期：　40歳頃から65歳頃まで

（7） 老年期：　65歳以上

· 子どもたちが段々と育っていくなかで、ライフサイクルといって、１つずつ人間が成長するときは、階段を登るように成長していきます。それぞれが、その時々の発達課題というのがあります。

· まず、最初の乳幼児期は、レジュメ2ページ目に分かりやすい表（E・エリクソンのライフサイクル　生活周期）がありますが、下のところに信頼と不信頼というのがあります。1歳くらいの乳幼児の頃に、子どもたちというのは、ご自身と置き換えて考えて頂いてもいいのですが、安心できる人に身を委ねられる、そういったようなものを基本的信頼といいます。信頼を小さなときから、身につけていくのですね。基本的な信頼というのは、すごく大事なものになりますので、ワークショップでは、この辺がテーマになります。

· 1歳～2歳くらいまでの間、乳児期の前半戦くらいになりますが、この頃になると、動き出して、自分から物を求めていったりという、自立心というのを身につけていきます。これが、子どもたちの2段階目の課題。これに、例えば、失敗をしてしまうと、子どもたちは、恥や人を疑うことを身につけてしまいます。恥とかが駄目というわけでなく、このようなこころの葛藤が、こころのなかで成長していくというふうに思って頂ければいいかと思います。

· 2歳～6歳くらい。子どもたちは、より積極的に行動するようになってきます。積極性を次の段階で身につけていると、積極的に行なったことの反対、失敗してしまった、これは悪いことをやってしまったのではないか等、罪悪感を身につけてきます。これが、こころのなかでの葛藤、乗り越えていくときの課題になります。
· 小学生になって、ギャングエイジという、子どもたちが仲間を作って、やんちゃをしたり遊びに行ったりとかの仲間を作るんですね。そういう子どもたちは、成長していったなかで、何かに所属するという訓練をされている。そこで、コミュニケーション能力だとか、自分はその集団のなかで、どのような役割を果たしているのか、そのようなことを身につけたりします。そのなかで、積極的に自分が役割を果たそうという勤倹なもの、勤勉な力等と、それとは逆に、失敗すると劣等感を感じていってしまう。これが、小学生くらいの課題。
· 思春期から青年期にかけて、自己同一性といっています、アイデンティティーの確立といいますが、これは、自分が何者であるかというのを、思春期から青年期にうちに身につけていきます。そこで、自分が何者だというのが分からないと、本人は自分が何者か分からずに、葛藤をして苦しんでしまいます。

· これらを乗り越えて、成人、大人になっていくのですが、大人になっても年齢によって、だいぶ課題があります。大人になってくると、親密さと孤立。これが、人生でいうと結婚をする前辺り、会社のなかでいうと会社のなかで、新しい友人関係をどんどん作っていくとか、学生のときのような付き合いではない、より親密な関係を作ります。これに、失敗をしてしまうと、孤立・孤独なこころが生まれて来ます。たぶん、来ていらっしゃるみなさんのお子さんの課題は、ここくらいまでなのかなと思います。
· それ以降、年齢を経るにしたがって、生殖性になっていったり、より豊かな人生ということで、歳をむかえていきます。大体、子どもたちが成長していくときは、この階段に書いたように（ホワイトボードを指して）、子どもたちが成長していくときは、一段ずつ階段を登っていくために、例えば、ここで基本的な信頼を獲得するのを失敗しますよね。実はここの階段を登っているようでも、ここで課題を残しています。私たちは、ひきこもりの青年たちとかと話をすると、寝泊りはしませんが、生活のほとんどを共にします。毎日顔を会わしていると、昔話のようなところで「実は僕は、ひきこもっていたのだけれども、小さい頃に、お父さん、お母さんが信用できなかったな」とか、小さい頃のことを語り出したりします。それは、多分、ここで何か課題を残していて、実はこの辺に年齢も来て、ただ、ひきこもりという行動を起こしてしまって、こころにわだかまりがあったけれども、口に出して自分で理解できたことで、1つすっきりして、乗り越えられたんですよね。そういったことから、昔の基本的な信頼だとか、自立心、積極性、こういった過去にさかのぼる課題であればあるほど、すごく大事なものであると考えてください。
· （レジュメより）先ほどの図の下に、自我の確立というのがあります。21歳や35歳のお子さんですと、普通に考えると思春期・青年期の辺りで、35歳ならば、その辺りの確立は本来したいなと思いますが、思春期の年齢の頃は、私は何者か？という自我の確立をはっきりとしていく時期なのですが、そのなかで、ほとんど他の人と接触できない環境にあって、社会に出られない状況というのは、私が何者かというのが、私が私であるというのを確立していくなかで、赤ちゃんの頃は、自我はありませんが、
情緒：こころの感情です。苦しいな、つらいな、いろいろあります。

自我：これは、私が私であるというもので、生まれたときは、自我は大きくないです。何で行動するかというと、超自我といって、お父さん、お母さん、家族とかの価値観、道徳観、倫理観等です。小さいときは、そうですが、段々と成長していくのに連れて、自我というのが段々芽生えて大きくなっていきます。そうすると「僕は」「私は」となっていきます。

· これが、成長して大人になった状態が、自我が成長して、お父さんやお母さんの倫理観が、小さくなります。情緒があって、これをコントロールするのが自我。これは、私が私ということになります。私は何者か。こんな私です。私は、すごく真面目ですが、このような楽しいところがあって、というのをしっかりともっていると人間不安ではないです。ご自身も生活していくなかで、例えば、何々会社に勤めている誰々です。しっかりした私というのがありますよね、これがしっかりしていると、生きていくときにすごく楽なのですが、これが多分、みなさんのお子さんは、例えば「何々という会社に所属している誰々です」これが欠けていると思うのです。例えば、家族のなかでの私、というのもひょっとすると、何かしら居場所がないような思いがあったりとかしているかも知れません。
· 自我には、社会我、精神我、身体我があります。例えば、身体我、体はもう大人になっているかも知れませんが、ひょっとしたら、どこかで体のコンプレックスも持っているかも知れません。
· 精神我、普段の私自身というのに、不安を持っているかも知れません。これは、申し訳ありませんが、一般論でお話していますが、成長していくなかで、何かこの自我の部分でちょっとした歪みというのか、積み残してきた課題というのが、多分、何かあるのではないかなと思います。ここがしっかりしていないので、どちらかというとひきこもりですかね？外には出て行っていますかね？
· （参加者さんの発言のため省略）

· 家から外にあまり出ないという行為は、ここが直接の原因なのかというのは、なんともいえませんが、少なくとも、そういった行動をとってしまっているというのが、こころの自我いうものが成長していくなかで、こういった自我というのが形成されていくというのを考えると、ここで何かしらの課題は持っているのは確かなのだろうなと思います。
· 小さい頃に戻って、子どものいる環境というのは、家庭のなかですね。次に、段々家の周り近所になって、最初に大きな社会というのは、学校になります。児童期にギャングエイジという友だちを作って、遊びのなかで自分の存在を見つけていきます。それが、学校という世界に広がっていきます。その次に社会に段々と飛び出して行きます。子どもを中心に考えてみると、段々社会というか自分の世界は広がっていきます。これは、誰でも同じだと思いますが。家庭から学校に出たときに、

· （参加者さんの発言のため省略）

· 多分、この辺りで何か課題が表に出てきたといいますか、おそらく、そのような感じだと思います。
学校に行けなくなって、つまずく子を一番よく見ているのですが、年齢が高いうちにそのようなものが表に出てくると時間がかかると思ってください、つらいかも知れませんが。若い子どものうちに何か不適用を起こしてというと、乗り越えるのは割と早く解決しやすいのですが、大人になってからだと深いところで課題を残しているので、時間かかるのは覚悟してもらったほうがいいと思います。

· 乗り越える課題というのは、いっぱいあると思い、子どもたちの世界を段々広げていく必要があるのですが、おそらく、ここでつまずいた、こころの奥の表層的なことをいうと、社会適用のためのスキルが不足しています。人間関係を作る、コミュニケーションの力とか、これらはもともと能力がないというのではなくて、そのような環境に多分置かれてきていないから、身についていないだけの可能性が高い。そのような環境に置かれないですから、練習のしようがないんですよね。小学校のときにある程度、そういう練習はしたりするのですが、前もって信頼の部分で課題が残っていたりとか、十分にできないんですね、そういう環境になっても、とりあえず、社会適用するための訓練が1つ必要かも知れません。
· 年齢を問わず、人間として、すごく大事なところは、親として子どもたちをどのようにサポートしていくかですが、「基本的信頼」というのが生まれたときに最初の頃に身につけるもの、この辺はどうでしょう？子どもを信頼していると思われますか？

· （参加者さんの発言のため省略）

· 多分、みなさん、子どものことを信頼していると思いますが、ただ、子どもたちにその信頼が伝わっているかどうか。自分でよく、不登校の子どもの方や親御さんにお話ししますが、親はどのようなスタンスでいればいいのか？というので、よく飛行機に例えます。プロペラのついた飛行機がありますが、お父さん、お母さんというのはプロペラのついた飛行機です。お子さんが小さいときはグライダーで、お父さん、お母さんが後ろに紐をつけて引っ張っている状態。まだ、自我がないのですが、それが、子どもたちは段々自分でエンジンをつけた飛行機になってもらいたいのですよね。それは、自分でやるしかありません。子どもたちがプロペラをちゃんとつけられるようになったら、自立飛行がしていけるようになります。今は自分のプロペラを持っていない、みなさんのお子さんはプロペラ・エンジンを持っていない状態です。そのときに何ができるのか、お父さんお母さんがエンジンを作るわけにはいかないですね。自分で作ると思います。
· そのなかで1番大事な信頼というのを、このあとワークショップのかたちで、体で信頼ってどのようなものか。よく、先生はあります、生徒に対して「キミたちを信頼しているから」と。全然信頼していない場合が多いのですよね。子どもたちに、直接信頼しているからと言っているのは、信頼している状態ではありません。
· 信頼というのは、信頼するのではなく、信頼している状態を言います。それが、本当の信頼だと思いますね。そこを体で感じてもらうというのをしたいのですが、その前に子どもと向かい合うときに、私とあなたを分けることは、すごく大事なんです。特にお母さんがたは、自分の我が子は自分のもののような感覚に結構陥りやすいので、私とあなたというのが、別だというのをはっきり分けるというのが大事だと思うのですが、親御さんに相談を受けますよね、段々、子どもたち・青年たちがある程度順調になってきます。1番自分たちは何を目安に見ているかというと、お母さんやお父さんから「私つらかったんです」という言葉が実は出てくるのです。最初、相談するときというのは、子どもがこうで、親がああでとかを語ります。表層的ではないのでしょうし、困っているのでしょうが。そして、今度は「私が苦しかったあのときは」という言葉に変わってきます。それは、自分自身のこころというのは、多分つらいときとか、問題があるときは見るのを忘れてしまいます。特にお母さんは、我が子ばかり見てしまって、私のことを忘れてしまって、ときには私が人生を生きることを忘れてしまいます。
· 青年期になってもそうですが、何もしゃべらなかったり、時には反抗的なことも言ったとかしても、子どもは親をすごく見ています。それで、自分自身が親として、楽しく生きる事がすごく大事なことではないかなと思います。

· 信頼の実習をする前に、お配りしたレジュメの裏が白紙になっていると思うので、少しリラックスしてもらって、目をつぶってもらってですね、自分自身の過去に記憶を戻していってほしいです。それで戻っていったなかで、3つ。自分にとって、大きなエピソード、つらくても、楽しいのでも、どちらでもいいです。ゆったりとした気持で、小さい頃からの記憶をたどってください。思い出せなくてもいいです。
· やはり、何か問題があったりすると、自分を見つめる時間というのが結構なかったりします。忙しければそのなかで、忙殺されてしまったり、しかし、こういう課題があるときは自分を見つめるときが結構大事で、こういった過去を見つめることを、普段、時々してみるといいかも分かりません。

· これから、休憩を少し挟んで、「目かくしゲーム」、体を使った信頼を体験して頂きたいと思います。

· ペアを組んで頂いて、片一方が（タオルで）目をかくします。目をかくしていない方は手を持ってあげてください。目をかくしていない方は、いっさいしゃべれません。目をかくしている方は、言葉をしゃべってもらってもいいですし、このなかをいろいろと歩いてみてもらいたいんですよ。ぶつかりそうになったら「危ない」とか言葉をかけてはだめですよ、なんらかのかたちで止めてあげたり、動きやすいようにしてあげてください。目を開いている方が先導します。目が見えない方が行きたいところに・・・走らないかぎりケガはしませんので。
· 防衛機制といって、自分を守ろうとする方法がいくつかパターンがありますが、

1． 抑圧：自分のこころの奥に押し込めてしまう場合があります。当然、健康な方、働いている方

も一緒です。ある程度言葉がしゃべれるようになってくると、全部当てはまってきますが、こういった抑圧が心理的な症状を出すこともあります。これは、こころの問題です。
2． 合理化：「誰々が悪かったんだ」「会社の上司が悪かったんだ」何か理由をつけて、自分の失敗とか、
　何かの劣等感。小さいときに身につける勤勉性とか、失敗すると劣等感が出てくる。そうすると、何か言い訳をしています。
3． 同一視：何かこう、自分がいいな、羨ましいなと思うもの。例えば、熱狂的なもの。相談を受けた
なかで、アニメの好きな子どもも多いですね。誰かのおっかけをしている子もいましたね。そういう子どもたちは夢のなかで、「僕の夢はプロバスケットの選手になるんだ」と言って、彼は通信制に通いながら、バイトをしていました。プロバスケット選手になりたくても、中学校でバスケット部を3日くらいで辞めているんです。すごく熱狂的にやるのだけれども、少し逃避に近いかも知れませんが、同一視といって、自分の夢、憧れみたいなもので、そのファンになって真似をしようとする。これが行動できないと、モラトリアムといって夢の世界だったり、逃避といってもいいかも知れません。

4． 投影：同一視とは反対で、自分の欲求を満たされないので、どこか、なにか欠点を指摘して、何

を非難することで自分は安心できる。自我を守ります。
5． 反動形成：これもよくあります。小さい子だと好きな子がいて、「あの子大嫌い」（「実は好きなんです」）
というようなことなのですが、ただ、これも気をつけるのが、反動形成といって、反対のことを言うというのは裏返しにすると、こころの奥に何か憎悪、憎いというこころがある場合が多いです。

6． 逃避：疾病逃避といって「僕、病気だ」というふうにして逃げる場合もあります。

7． 置き換え：ある対象へ向けられていた感情や態度が、別の代理の対象に向けて表現されること。
8． 補償：スポーツが苦手な子供が、勉強で努力してよい成績をとるといったように、他の面で人に

　　優越することで自分の弱点や劣等感を補おうとすること。

9． 昇華：社会的に認められていない欲求や衝動が生じたときに、芸術やスポーツといったように、

　社会的・文化的に承認されている高次な価値を実現させることによって満足させようとすること。
※7．8．9は資料より抜粋

· 自我というのを先ほど言いましたが、「私が私である」というのが不安定であればあるほど、不健康なかたちで自分を守るために対処してしまいます。なので、みなさん気をつけてもらいたいのが、信頼関係で、こころの部分で信頼して言葉にできれば惑わされてほしくはありません。親の悪口を言う子どもは結構います。「私がやっぱり悪かったんだな」とか「何でそんなこと言うとんの」と感情を揺さぶられると思いますが、

· （参加者さんの発言のため省略）
· （言葉だけでも）親たちはすごく傷つくと思うんですよ。ただ、そこは、お子さんは何故そうしているかというと、自分自身の自我が不安定なので、なんらかのかたちで、自分を守りたいんですよ。ですから、言葉にできるだけ惑わされないほうがいいと思います。お子さんは自分を守るために、先ほどの合理化であったり、反動形成等で安心したいんですよ。

· 言葉どおりで受け取ると親として苦しくなると思います、つらくなったりすると思います。

· （参加者さんの発言のため省略）

· 死にたいという言葉が出てきたときに気をつけないといけない場合もあるので、3ヶ月から4ヶ月死にたいという言葉がずっと出てきていたら、気をつけてください。自殺という場合も起こりえるので、そのようなときに気をつけるというか、パターンはいくつかあって、発作的な場合とうつ的に発していって自殺する場合と、大きく割れると2つあります。
· 突発的な場合は、リストカットがあります。発作的なリストカットは、死ぬつもりがないのですが、ただ、切りどころが悪いと死ぬことはあります。あと、同じリストカットをするようなタイプの子で、高い所から飛び降りてしまう場合があります。それも救いようがないので、それも気をつけたほうがいい。本当に自殺としてやろうとしている場合だと、綿密に計画しますので、本当に死にたい暗号というのは長期に渡ってきます。そのときには、例えば「頑張れ」とか叱咤激励は絶対やめたほうがいい。そして、ひとりにしないこと。心中はあっても、自殺はひとりでしますから、歴史のなかでなにかを訴えるために、焼身自殺というのはあっても、長いことそのような兆候があったらその辺は気をつけてください。
· 防衛機制といって、自分を守るために、いろいろなことを言ってきたりします。その辺は、言葉に惑わされないでもらったほうがいいのかなと思います。

· 中身は違うとしても、同じような問題を抱えている親御さん同士ですので、お互い思っていること、不安なことをお互いに知るのは大事と思います。

＜以降参加者さんの自己紹介・フリートーク＞

